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『子供は本来自ら学ぶもの、自ら成長する力を内に秘めて

いる』というモンテッソーリの児童観を基本におき、子供の 

持てる力を尊重し、環境に心を配り、自由を保障し、心身共に安定した状態で、自己活動によって自

己実現が図られるよう援助する。 

  

 
モンテッソーリ教育法の精神に基づき、縦割り保育の中、子どもに自由を保障する 

自ら考え、自ら判断し、自ら行動できる「自主・自立・自律」の獲得を促し援助する 

思いやりと意欲を持った健全な全人格者としての育成を目指す 

 

 

 ★モンテッソーリ教育法に基づき、生活・感覚・言語・数の教具・教材を配置して子供達が自由に

選択できるようにしている。 

★室内ですごすか、屋外で遊ぶかは子供達の自由にまかされる。 

★縦割りクラスは「保育士」「幼稚園教諭」のほか「モンテッソーリ教師」の有資格者（現在 16 名）ま

たはモンテッソーリ教師養成コース通学中の保育士が子供達の保育にあたる。 

★３才未満児クラスにも、必ず上記の有資格者を配置している。 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 菫ケ丘子供の家 

（生活教育） 

 服の着脱や歯磨き、うがい、お茶を入れる、掃除をするなど子どもの生活すべて

が「生活活動」で、これらすべての生活活動を通して子どもは自らを成長・発達さ

せています。 

生活教具の目的は子どもが「良い生活」をすることで、「良い生活」とは「自立し

た生活」つまり「自分で自分のことができる生活の」のことです。 

教具例：もののあけ移し・洗う・切る・折る・縫う・編む・はる・織る・着衣枠など 

（感覚教育）  

 子どもは砂の感覚、水の感触など触って実体験することが大切です。

このような経験の中から吸収した多くの印象を子どもが自らの力で秩序

づけ、精神的に使いこなせるように、つまり抽象化できるようにするこ

とを手助けするのが感覚教育の意義です。 

感覚教育を通して整理したり、比較・分類したりと数学的なものの考

え方、論理的なものの考え方に繋がっていき、そのことが数教育への土

台となっていきます。 

教具例：はめ込み円柱・桃色の塔・茶色の階段・赤い棒・色板・秘密袋など 

（言語教育）  

  言語は自分の気持ちを伝えたり、相手の事を理解するために必要で、社会

生活を営む上でなくてはならないものです。話し言葉については環境さえ良け

れば、子どもは無意識に本能のように身につけてしまいますが、書き言葉は文

化的人工物なので、きちんとしたルールに従って意識的に習得しなければなら

ず、しっかりとした、言語教育が必要となります 

教具例：かべ文字・砂文字・彫文字・五十音の積木・かなくらなど 

（数教育）  

  子どもが体を使って数の概念をはっきりと理解し、具体物を数詞(抽象的

な概念)に置き換えて考えられるように準備されたのが、数教具です。子ども

は生まれながらに持っている数学的精神（頭脳）を育成していくことが、数教

育のねらいです。 

教具例：赤と青の数棒・つむ棒箱・数字と玉・十進法の照会・機能・セガン板など 

12-2 

野菜を切る 

秘密袋 

（立体認識感覚の発達） 

かなくら 

(書くための練習、

書いた記号を読む) 


